
令和７年度病院事業経営方針 

 

 

本年度は、現状及び将来の橋本圏域の医業環境を踏まえ、当院の果たすべき役割を以下の6項目を基

本方針として、病院運営を進めていきます。 

 

（１） 地域の中核病院として、地域で必要とされる高度急性期、急性期及び回復期医療を担い質の高い

医療を提供する 

（２） 地域医療機関と機能分担を促進し、連携強化に向けた体制を構築し、地域完結型医療提供に取り

組む 

（３） 自治体病院として救急医療、政策医療・不採算医療、災害医療、小児医療、周産期医療、新興感

染症対策に取り組む 

（４） 臨床研究、教育を通じ地域医療水準の向上に取り組む 

（５） 良質な医療提供体制の継続的実現にむけた健全な病院経営に取り組む 

（６） 地域医療提供の為の人材の確保・育成、働き方改革の実現にむけて取り組む 

 

また、令和７年度においては特に上記（２）及び（５）を重点的に取り組むこととします。 

 



病　院　事　業　会　計　予　算



（総則）

第１条　令和７年度橋本市病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（病院）

（１） 300 床

（２）

人

人

（３）

人

520 人

（４）

（イ） 事業費 千円

 (ロ） 事業費 千円

（訪問看護）

（１）

（イ）月間利用者数 96.7 人

 (ロ）月間利用回数 625 回

（２）

（イ）月間居宅サービス計画作成者数 36.7 人

（3）

（イ） 事業費 千円

235.2

医療機器等整備事業 1,600

主要な建設改良事業

建物付属設備整備事業 63,967

訪 問 看 護 事 業

居宅介護支援事業

主要な建設改良事業

医療機器等整備事業 231,657

外 来

１ 日 平 均 患 者 数

入 院

外 来 125,840

病 床 数

年 間 患 者 数

令和７年度　橋本市病院事業会計予算

入 院 85,845
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（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　入

第１款　病院事業収益 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

第４項 千円

支　　出

第１款　病院事業費用 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

第４項 千円

第５項 千円

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　入

第１款　資本的収入 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

第４項 千円

支　　出

第１款　資本的支出 千円

第１項 千円

第２項 千円

第３項 千円

投 資 21,536

企業債償還金 881,141

1,199,901

建 設 改 良 費 297,224

企 業 債 1,275,900

投 資 450

補 助 金 19,603

1,639,534

他会計負担金 343,581

特 別 損 失 3,600

予 備 費 1,000

訪問看護費用 88,017

医 業 費 用 8,341,108

医 業 外 費 用 135,820

8,569,545

特 別 利 益 201,880

7,975,084

医 業 収 益 6,895,045

医 業 外 収 益 804,085

訪問看護収益 74,074
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（企業債）

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおり

と定める。

（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、2,000,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。

(１） 第1款病院事業費用のうち、第1項医業費用、第2項医業外費用、

第3項訪問看護費用、第4項特別損失に係る項間の流用。

(２） 第1款資本的支出のうち、第1項建設改良費、第2項投資、第3項

企業債償還金に係る項間の流用。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。

(１） 千円

(２） 千円

（他会計からの補助金）

第９条  病院事業運営のため一般会計及び国民健康保険特別会計からこの会計

へ補助を受ける金額は161,557千円である。

交 際 費 2,030

職 員 給 与 費 4,575,440

3.5%以内 借入先の融通条件による

起債の目的 限度額 起債の方法

病院事業 1,275,900千円 証書借入

利　　率 償還の方法
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（たな卸資産の購入限度額）

第10条 　たな卸資産の購入限度額は、810,637千円と定める。

令和７年２月２５日　提出

橋本市長 平木　哲朗
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（１）予算執行現計表（10月1日から3月31日） （単位：円）

科　　　　　　目 既執行済額 下半期執行額 決算額

（１）病院事業収益 3,740,744,508 3,663,207,504 7,403,952,012

　１．医業収益 3,062,806,029 3,371,464,713 6,434,270,742

　　　１．入院収益 2,040,360,667 2,346,505,170 4,386,865,837

　　　２．外来収益 864,342,903 883,977,130 1,748,320,033

　　　３．その他医業収益 85,643,459 111,426,819 197,070,278

　　　４．他会計負担金 72,459,000 15,537,000 87,996,000

　　　５．他会計補助金 0 10,175,594 10,175,594

　　　６．国（県）補助金　 0 3,843,000 3,843,000

　２．医業外収益 450,437,325 245,305,512 695,742,837

　　　１．受取利息 100,951 459,361 560,312

　　　２．国（県）補助金　 0 5,490,000 5,490,000

　　　３．その他医業外収益 38,615,136 29,094,360 67,709,496

　　　４．他会計負担金 49,905,000 127,702,000 177,607,000

　　　５．他会計補助金 70,000,000 73,913,000 143,913,000

　　　６．消費税還付金 0 0 0

　　　７．長期前受金戻入 135,217,238 8,646,791 143,864,029

　　　８．資本費繰入収益 156,599,000 0 156,599,000

　３．訪問看護収益 40,074,479 46,162,279 86,236,758

　　　１．医療保険サービス収入 16,204,762 21,276,509 37,481,271

　　　２．介護保険サービス収入 18,714,660 18,742,994 37,457,654

　　　３．受取利息 5,998 36,659 42,657

　　　４．雑収益 5,077,437 5,611,495 10,688,932

　　　５．国(県)補助金(訪問看護収益) 0 423,000 423,000

　　　６．長期前受金戻入 71,622 71,622 143,244

　４．特別利益 187,426,675 275,000 187,701,675

　　　１．過年度損益修正益 0 0

　　　２．その他特別利益 187,426,675 275,000 187,701,675

　　　３．固定資産売却益 0 0

科　　　　　　目 既執行済額 下半期執行額 決算額

（１）病院事業費用 3,746,855,300 4,617,328,460 8,364,183,760

　１．医業費用 3,653,002,187 4,411,460,357 8,064,462,544

　　　１．給与費 1,894,395,346 2,567,836,312 4,462,231,658

　　　２．材料費 713,747,689 792,399,610 1,506,147,299

　　　３．経費 798,689,037 806,539,622 1,605,228,659

　　　４．減価償却費 233,955,462 233,955,474 467,910,936

　　　５．資産減耗費 1,566,373 5,515,076 7,081,449

　　　６．研究研修費 10,648,280 5,214,263 15,862,543

　２．医業外費用 60,299,992 162,648,229 222,948,221

　　　１．支払利息等 51,197,992 49,310,353 100,508,345

　　　２．雑損失 8,706,000 83,350,569 92,056,569

　　　３．消費税 0 14,111,400 14,111,400

　　　４．諸会費 0 0 0

　　　５．研修指導費 396,000 264,000 660,000

　　　６．長期前払消費税償却 0 15,611,907 15,611,907

令和６年度下半期橋本市病院事業経理の状況



科　　　　　　目 既執行済額 下半期執行額 決算額

　３．訪問看護費用 32,881,551 42,563,149 75,444,700

　　　１．給与費 30,017,527 36,751,198 66,768,725

　　　２．材料費 60,247 115,300 175,547

　　　３．経費 2,121,823 4,106,791 6,228,614

　　　４．減価償却費 681,954 681,960 1,363,914

　　　５．研究研修費 0 0 0

　　　６．雑損失 0 0 0

　　　７．消費税 0 907,900 907,900

　４．特別損失 671,570 656,725 1,328,295

　　　１．過年度損益修正損 671,570 656,725 1,328,295

　　　２．その他特別損失 0 0 0

　　　３．貸倒損失 0 0 0

　５．予備費 0 0 0

　　　１．予備費 0 0 0

科　　　　　　目 既執行済額 下半期執行額 決算額

（１）資本的収入 330,380,000 126,860,000 457,240,000

　１．他会計負担金 330,020,000 0 330,020,000

　　　１．他会計負担金 330,020,000 0 330,020,000

　２．企業債 0 125,900,000 125,900,000

　　　１．企業債 0 125,900,000 125,900,000

　３．投資 360,000 960,000 1,320,000

　　　１．敷金戻収入 0 0 0

　　　２．看護師奨学金戻入収入 360,000 960,000 1,320,000

　　　３．専門認定看護師修学資金戻入収入 0 0 0

　４．補助金 0 0 0

　　　１．国・県補助金 0 0 0

　５．固定資産売却代金 0 0 0

　　　１．固定資産売却代金 0 0 0

科　　　　　　目 既執行済額 下半期執行額 決算額

（１）資本的支出 453,964,148 506,482,822 960,446,970

　１．建設改良費 38,503,190 93,354,767 131,857,957

　　　１．資産購入費 38,503,190 43,524,767 82,027,957

　　　２．工事請負費 0 49,830,000 49,830,000

　　　３．リース債務支払 0 0 0

　２．投資 7,719,900 3,061,500 10,781,400

　　　１．その他投資 7,719,900 3,061,500 10,781,400

　３．企業債償還金 407,741,058 410,066,555 817,807,613

　　　１．企業債償還金 407,741,058 410,066,555 817,807,613


